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三種の『三昧資糧論』について

望月海慧

はじめに

チベット大蔵経のテンギュルの「中観部」には三種の『三昧資糧論(艶、互助おam‐

肋麺濁pa""rta)』が収められている。最も大きなテキストがボーディバドラによるもの'であ

り、その著作スタイルを真似てコンパクトな内容にまとめたものがクリシュナパーダによるも

の2であり3、最も小さな偶頌で著されたものがディーパンカラシュリージュニャーナによるも

の4である。彼ら三人の関係については、チベット仏教史に関するテキストの『テプテル・ゴ

ンポ5』によると、前二者がディーパンカラシュリージュニャーナの師であったと伝えられて

いる6．同一の伝承に属する三名が著した同一タイトルのテキストには、相互に何らかの関係

があった可能性もある。

筆者は、すでに最初のテキストの内容7，およびそれが最後のテキストの著者に与えた影響

に関する考察を発表してきた8．本稿では、第二のクリシュナパーダによるテキストを中心に

して他の二書との関係を考察し、最後にこれらの三種の『三昧資綱論』の和訳を提示すること

にする。

クリシュナパーダの著作

チベット大蔵経にはクリシュナパーダに帰されるテキスト9のうちタントラに関係するテキ

ストとしては、 56書を数え上げることができる'0．その一方で『三昧資糧論』と同じく顕教に

関するテキストとしては、次の5書が中観部に収められている：

『中観縁起(』ぬ政ｿ檀makap麺fibasamu卯互曲)J (RNo.5257)

『入菩薩行難解処決定書(Bbdhisa"I'acaz"""mdu』没”加肋a/ipaぬかimaya"ama･

"没"功a)｣ (RNo.5276'')

『身遍観修習次第(KZyapa正恥圃bhava"豆Arama)j (RNos.5316,5455)

『三昧資糧論(釣mZiWMsam鋤麺洩pa"varta)j (RNo.5320)

『三穂成就法(TI?kkｮ"dhasadha"a)jThRD.byDIparpkaras面j"naandTbhulkhrims

rgyalba(RNo.5509)

また彼は翻訳者としても知られ、タントラ・テキストの翻訳としては、 23書を数え上げること

ができる'2．その一方で顕教テキストの翻訳は、次の5書が中観部に収められている：

『入菩薩行難解処決定書』 (RNo.5276)

『身遍観修習次第』 (RNos.5316,5455)
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『三昧資糧論(RNos.5320,5445)

『経集解説宝光荘厳論("kmsamuc"""靭題-”如互ねk点腫mA宜副』byRatnakaraSanti

(RNo.5331'3)

『初学地修観(』脳"rmTik召妨Im伽迩鰄)｣by*Guhyajetari(RNos.5341,5407)

最初の三書は自らのテキストの翻訳でもあり、いずれも中観部に収められている。これらの情

報から、彼のメイン・フィールドはタントリストである一方で、顕教としては中観の修習法に

関心があったような印象を与えられる。もちろんこれは後代のチベット大蔵経の編纂者がこれ

らのテキストを中観部に収録したためであるが、 このような傾向は他の二つの『三昧資糧論』

の著者であるボーディバドラとディーパンカラシュリージュニャーナと同じものである。この

秘密行中観派と命名できるような思想系譜は、三者の関係を裏付けるものでもある。
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『三昧資糧論』の内容

次にこれらの三種の『三昧資糧論』を比較する上で、それぞれの内容を簡単にまとめてみ

る。まず最初にボーディバドラによる『三昧資糧論』の内容は、その冒頭において、

そして三昧の資糧の支分は九種である。すなわち、 (1)捨てるべきものと、 (2)前行と、 (3)

退けるべきことと、 (4)苦悩を断じることと、 (5)意を生じさせることと、 (6)功徳を記憶すべ

きことと、 (7)精進すべきことと、 (8)結びつけるべきことと、 (9)住する方法と言われるもの

である。

と述べたものにまとめられ、菩提の資糧を九つのセクションに分類したものである。そこで論

じられる内容は次の通りである14 :

l.捨てるべきも

l. l魔

l.2魔の業'5

l.2.l欲天の業

l.2.2四世間守護の業

l.2.3魔種の餓鬼の業

1．3魔の業は精進から生じる

1．4魔の業を退ける

1．5邪魔

l.6邪魔を退ける方法

2．前行

3．退けるべきこと

4．苦悩を断じること
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5．意を生じさせること

6．功徳を記憶すべきこと

7．精進すべきこと

8．結びつけるべきこと

9．住する方法

9. 1場所に相応しい食物と行道に相応しい衣服と友人

9. 1. l相応しい場所

9. 1.2相応しい食事

9. 1.3相応しい友人

9. 1.4相応しい衣服

9. 1.5随順する行道

9. 1.5. lよく住すること

9. 1.5.2苦を制圧すること

9. 1.5.3特別な行道

9．2ヨーガによる心の平静

9．3止

9.3. 1内部を見ることにより得られるもの

9.3. 1. 1身体を対象とすること

9.3. 1.2身体に依存するもの

9．3．2外部に見られるものを対象とすること

9.3.2. 1特殊なもの

9．3．2．2共通なもの

9．4観

9．5無分別智

10.まとめ
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これらの各項目に対して、それぞれ聖典根拠としての経論が引用されている。引用回数が多

いものは、 『妙臂菩薩所問経』が14度、シヤーンティデーヴァの『入菩提行論』が13度、ナー

ガールジュナの『親友書翰』が5度、 『入法界品』が4度、 『盆怒勝義儀軌秘密タントラ』が3

度、サラハの『ドーハー・コーシャ』が3度である。特定のタントラ・テキストと中観論書の

引用が特に多いことがわかる。ただし後者に関しては、中観思想の核となるテキストではな

く、その修行体系に関するものである。

クリシュナパーダの『三昧資細論』の内容も、ボーディバドラの著述スタイルを真似て、三

昧のための資糧を支分ごとに分類したものである。それを列挙すると、次のようになる：
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l.前行

l. l根本に対する信

l.2善友への依存

1．3尊敬をすること

l､4大きな心

l.5精進

l.6失望しないこと

l.7自慢を捨てること

2．高貴なあり方を損なわないこと

2． 1他者の過失を考察しないこと

2．2自分の功徳を自慢しないこと

2．3恥を知ること

2．4三律儀を行うこと

2．5力をもって住すること

2．6タントラを量として修行すること

2．7不殺生

3．障害を捨てること

3. l少欲知足

3．2食欲の増大を捨てること

3．3怠惰を捨てること

3．4過多を知ること

3．5大義に入らないこと

3．6非如理をなそうとしないこと

3．7対治に行く者に頼ること

4． 自分で自分を鼓舞すること

4. l人身と仏法を宝と思うこと

4.2その成就は大きな意味をもつと思

4．3世間の所作は無意味だと思うこと

4．4他者の苦を自分の対治と思うこと

4.2その成就は大きな意味をもつと思

’

’

｜
｜

’

’

うこと

4．3世間の所作は無意味だと思うこと

4．4他者の苦を自分の対治と思うこと

4．5魔の掌握と死を思うこと

4．6積集を知るべきこと

4．7自分の識や白髪を考察しない

5.欲望を中断する支分
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5. 1仏智をすべて述べることはできないこと

5．2人が喜び難いことを思うこと

5．3愛憎を捨てること

5．4兄弟や朋友は客人の道をまとめたものに似ていると思うこと

5．5利得と尊敬などは誘惑するものであると知ること

5．6利得と欲望などは毒や武器と同じであると知ること

5．7内外の事物を幻のように考察すること

6.目的を速やかに成就する支分

6. 1寂処に住むこと

6．2天を喜ぶこと

6．3精進を強くなすこと

6．4期待・懐疑・欲望・恐怖を捨てること

6．5誓願を成就させること

6．6夢などに対して悲喜を起こさないこと

6．7夢の意味を知ること

7.身体を護り損害を明らかにする支分

7． 1衣服・食物・薬など適切なものを行じること

7．2人と非人を損害から護ること

7．3適切な場所に住すること

7．4身体と心を疲労させる行為をなさないこと

7．5夜中と正午と病気時に精神集中の努力をしないこと

7．6疲労時に哀痛を滅除すること

7．7ヨーガによる身体の等至

8.補足の支分

8． 1怠惰などが生じた際にその対治を起こすべきこと

8．2身体や心に損害が生じた際にそれらを治すべきこと

8．3師の許可などがあったらタントラの四行を知るべきこと

8．4煩悩ではないものなどを経典から知るべきこと

53

三昧資紐を七つの支分の七項目に分類したというスタイルはボーディバドラのテキストのス

タイルを踏襲したと言える。これに補足項目として第八番目の四項目が添えられている。ここ

に示した項目が、そのまま実際のテキストのほぼ全文にあたる。

前二書と異なり、ディーパンカラシュリージュニャーナのテキストは45パーダからなる偶頌

で書かれたものである。このll偶の内容を、便宜上まとめると次のようになる：
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l.菩提心を堅固にすること[1-4]

2．正法の行を精進すること［5-8］

3．成就の増益[9-12]

4．マントラの理趣に住すること[13-24]

5．三昧の支分［25-43］

6． まとめ［44-45］

最初の菩提心は、著者が他のテキストでも強調する項目である。ここで注目すべきことは、著

者が三昧をマントラの理趣と同一レベルにあるものととらえていることである。また三昧の資

糧の細目は後半に述べられており、戒、忍、正知、随念、五障の捨、食事の量を知ること、行

道、等心、器物の減となる。
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三昧資糧とは何か

以上に見てきた『三昧資糧論』の内容から、彼らが述べる「三昧資糧」とは何かを考えてみ

る。

まずボーディバドラによるテキストのフロー・チャートを示すと、 (1)魔の業を捨て、 (2)聞智

の前行をなし、 (3)多聞を退けて神通による利他をなし、 (4)戯論を捨てることで苦悩を断じ、 （5）

衆生に対する思いを起こし、 (6)三昧の功徳を記憶し、 (7)功徳の対治を意識して精進し、 (8)精進

により方便と智慧を結びつけて空性を修習し、 (9)三昧に相応しい場所で止観を行じることで無

分別智を得るとなる。基本的には聞・思・修の三学を基本としており、三昧資樋とは止観行に

至る修習をまとめたものとなる。このようなあり方は、先行するカマラシーラの『修習次第』

の構成に基づいているように思える。

続いてクリシュナパーダによるテキストのフロー・チャートを示すと、 (1)前行をなし、 (2)高

貴なあり方を損なわず、 (3)障害を捨て、 (4)自身を鼓舞し、 (5)欲望を断じ、 (6)目的を成就し、 （7）

身体を護るとなる。ここにも前行という項目が設けられているが、その詳細は前書とは異なっ

ている。続く項目においても細目は異なっているが、最後に具体的な三昧のあり方が述べられ

ている点は類似している。

最後のデイーパンカラシュリージュニヤーナによるものについては、パーダ25-43に列挙さ

れる項目が彼にとっての三昧資糧となる。そこに述べられるタームを並べると、 (l)戒、 (2)財富

を見ないこと、 (3)忍の誓願、 (4)混乱の捨、 (5)業の正知、 (6)仏への尊敬と賞讃の記憶、 (7)随念の

堅固、 (8)五障の捨、 (9)食事の量を知ること、 (10行道、 (ll)心の等至、 (l即器物の減となる。前二書

に比べると、全体の構成を考えた上でこれらの細目が設定されたという印象は得られず、むし

ろ三昧のための資綴を口頭で講義する際に、 これらの項目が述べられたように思われる。

これらのテキストに共通する内容としては、前半に三昧の資糧となる具体的行為があげられ
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ている。それらは、三昧に対するネガティヴな要素の排除と、ポジティヴな行為の推奨であ

る。しかしながら、 これらは三昧という行為に限定されるものではなく、六波羅蜜と共通する

ものもあり、広く菩薩行のタイトルで並べても違和感はないものである。しかしながら、最後

には三昧に関する項目が述べられており、それぞれのテキストのテーマを最後にまとめたよう

な形になっている。

まとめ

これらの三種の『菩提資糧論』の関係は、どのようなものであったのだろうか。まず三者の

関係は、チベット資料によると、ボーディバドラとクリシュナパーダはディーパンカラシュリ

ージュニヤーナの師とされていることから、最後の著者によるものが最も新しいものであると

推測できる。ボーディバドラのものとクリシュナパーダのものは、テキスト構成は類似するも

のの、その細目に関しては異なっている。それが意図的なものかどうかは不明であるが、その

細目については著者自身の解釈を述べたよう思える。その一方で、ディーパンカラシュリージ

ュニャーナによるものは小さなテキストであるために断定はできないが、前二書との関係は薄

いように思える。もちろん先行するテキストを読んでいた可能性があるが、本テキストを著す

際に、それらのタイトルは念頭にあったものの、その内容を記憶した上で著述あるいは口述し

たようには思えない。

最後にこれら三書の関係をまとめると、ボーディバドラとクリシュナパーダのものは密接に

関係しており、ディーパンカラシュリージュニャーナによるものはそのタイトルのみを借用し

て著されたように思える。
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『三昧資糧論』和訳
’

インドの言葉で、鈴、貞鋤jggmhh豆超pa"w'arfa

チベットの言葉で『三昧資細論』

仏と菩薩のすべてに敬礼する。

’
O.序

存在する限りおられる仁王の御子がおられる方々に敬礼して、真言の経典と般若経典に

従う三昧資糧の頌が述べられる。

現在の人はほとんど魔の釣針により捕らえられ、家という監獄にしっかりと入ってい

る。魔の世間の四守護が行進することにより護られ、愛欲などの束縛によりとてもしっか

りと縛られている。律儀を始めた者たちもほとんど魔の世間の四守護に支配され、沙門の

場所と理趣を捨てた在家の者たちと行が同じである悪趣の深淵に明らかに向かい、天上を

捨てるであろう。それ故にこれは自分自身の記憶のためになすが、利他を望むことはな

い。それでも自分と同分の者がいるこの場所を喜ぶならば、正しい理解により述べるこれ

を聞きなさい。

そして三昧の資糧の支分は九種である。すなわち、 (1)捨てられるべきものと、 (2)前行と、 (3)

退けられるべきことと、 (4)苦悩を断じることと、 (5)意を生じさせることと、 (6)功徳を記憶す

べきことと、 (7)精進すべきことと、 (8)結びつけるべきことと、 (9)住する方法と言われるも

のである16o

1
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’

11．捨てるべきもの

そのうち捨てられるべきものは魔の業である。その魔とは何か、その業は何かと言うのなら

ば、魔とは、 「罪をもつ」と言う妻の蓮華の霊をもつ欲天と、四種の周りの世間を護るもの

と、魔の種である餓鬼をともなうものである。

それらの業は、その妻がもつ頭上に五つの花の矢がある欲天はこうである。すなわち、 「自

慢をすることと、障害となることと、普く障害となることと、沈めることと、無心になすこ

と」と言うものである。その花がそれらを刺して傷つけてから五煩悩の大部分をそれが傷つけ

るだけで燃え上がるだろう。その勢力に至って、解脱と明高を損なうであろう。

その四種の周りの世間を識るものはこの通りである。すなわち「論争をさせることと、動か

すことと、さらに執着することと、想を顛倒させること」と言うものである。それらの魔の業
は種々である。
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このようにその論争をさせる魔は、道を修習する者たちを論争と論難と争いに入らせ、その

縁を努力により成立させる。

その動かす魔は、道を修習する者たちの睡眠と昏睡を広げたり、法を聞く者たちも睡眠に結

びつけたり、ある者の心を散乱させながら住している。

そのさらに執着する魔は、一般に家に住するものを中断させるもので、布施の時に近くにい

て、 「息子と娘と妻と自分自身を何かに利用する」と言って、 自分の肉を切断しようという思

いを近くに成立させる。

想を顛倒させる魔は、一般に出家者の方向を破するもので、 このように出家の心が近くにあ

る際に、性交の楽しみと、食物と飲物の楽しみと、 自分の人の集まりと、歌舞などの記憶によ

る愛着と、その自分の人による誘惑と詐欺と威嚇と捕獲によりその出離を中断させることに入

る。出家者たちにも女性の姿を思うことと、先に笑うことと、遊びを記憶することと、交易と

農業と、 自分の結合と意を許せるべき心を起こし、夢の中で女性に変化し、それにより愛着と

種子を生じさせ、種々なるものによっても出家から降下し、彼らの梵行を有垢なものにもす

る。

これらの四つとも、ジャンブードヴィーパの者たちを苦しめるために凶暴な龍たちを勧請

し、非天たちを勧請し、収穫を腐らせ、非法をもつ者の命を奪い、身体に種々なる病気を与え

る。例えば四王が非法を修行する者たちに罰を与えるように、 これらは法をもつ者たちに対し

て罰を与えている。

魔の種の餓鬼は、餓鬼の三十六種からこれらを一つの種に計算したものである。それらの魔

の業は、禅定をなす者たちの夢の中で恐怖を起こし、仏身の相と種好による飾りを近くに示す

ことで中断させ、禅定で瞑想する際に大声で叫ぶことをなす。まとめれば魔と魔の種に属する

ものたちは正しく入るすべての者に執着を起こさせ、恐怖を起こさせることにより中断させて

いる。

そのようにまた『盆怒勝義儀軌秘密タントラ'7』に

尽きることのない禁行を保持する成就に魔の種がある。天女が望む身体と同じく他の身

体でも種々なる相をもつ身体により根が縛られたものを損なう。

と説かれており、 ここに禁行が近くに設定される。業に相応するすべての心に対してもそれは

近くで損なうことをなす。

そのようなそれらの魔の業は誰から生じるのかと言えば、想を浄化することで正しい精進か

ら生じる。例えば『聖文殊師利神変経'8』に説かれている。

「マンジュシュリ－よ、菩薩の魔の業は何から生じると知るべきか｣。マンジュシュリ

ーが言う。 「天子よ、菩薩の魔の業は精進から生じると知るべきである。それは何故かと

言えば、不精進な者に対して魔が何をなすべきか。それ自身が魔であるから｣。
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と言われる。そのように魔の業を知ることによりそれを退けるべきである。例えば『聖天子最

勝宝所問経'9』に説かれている。

何時であれ魔の業を考察するそのような場合には、罪過は存在しない。魔の業を退けた

ものはそのような欠点がないものである。

と言われる。それを退けずに解脱は得られないだけである。例えば『聖妙臂菩薩所問経20』に

説かれている。

邪魔は福徳を残らず尽くしてしまう。それ故に人に真言を成立させない。例えば月が雲

から抜けるように、そのように邪魔から解放されることを明らかにする。

と言われ、 ここに邪魔も二種である。完全なる菩提を破壊するために結合する天子の魔とそれ

以外のものとであり、例えば『聖妙臂菩薩所問経21』に、

施食を望み、遊戯をなそうとし、秘密のために身体を下げて入る。

と言われ、 ここにその両者を退けるべきである。いかなる方便により退けられるのかと言え

ば、例えば『秘密大琉伽タントラ金剛頂22』に説かれている。

「自分の心が魔である」と説かれている。自分の心自身が邪魔である。一切の分別を捨

てるべきである。邪魔はすべて分別から生じる。

と言われる。さらにまた魔の業を退ける方法は、 『聖無憂施授記経23』と『聖獅子所問経2'』か

ら知るべきである。これは捨てるべき支分である。

’
｜

’

口
2．前行

誰であれ聞の自性により智慧を起こしていない者は魔の業を退けることができず、心の等至

もあり得ないので、最初に聞性を先行させるである。例えば、

智慧を広げることが聞である。思との二つが存在するならば、それから修を合わせるべ

きであり、それから無上の成就を得る。

と解説されており、 『聖菩薩十荘厳説示品25』にも、

ああ、王子よ、その初学者の菩薩は、最初のものとして読経に励むべきである。多く聞

いてから寂静に住することを励むべきである。

と説かれており、その意味のように『聖郁伽長者所問経26』と『聖方広総持宝光明経27』に説

かれている。そのように『聖入法界品28』にも、

最初に聞こうとする師に奉仕することに耐え、それによりなされ、無自性の法を正しく

理解する禅定を得て、善逝性を考察する有情は飢渇の心を制圧し、その法性と同じように

修行して速やかに善逝を得るであろう。

と説かれている。そのように『聖声聞波羅提木叉経2，』にも、

多く聞いて森の中で青年期を過ごす者たちの住処は楽である。

1



三秘の『三昧資網議』について 59

と説かれている。それ故に聞の智慧自身は目的を成就させる前行である。これは前行の支分で

ある。

3．退けられるもの

そのように聞をもつその菩薩は説法に入ることを退けるべきである。というのは神通を得ず

に多聞だけにより他者への利益を勝者は説かれていない30。それ故に『聖菩薩十荘厳説示品

'1』に、

その初学者の菩薩は最初のものとして読諦を奨励される。多くを聞いてから寂静処に住

することを奨励される。寂静処に住する者になってから善友となることを奨励される。善

友となってから我々の年を楽しむことを奨励される。我々の年を楽しんでから時を知るこ

とを奨励される。時を知る者になってから無畏を奨励される。無畏になってから意味を知

ることを奨励される。意味を知る者になってから法に従うことを奨励される。法に従う者

になってから障害がないことを奨励される。障害がない者になってから笑うことを奨励さ

れる。それは何故かと言えば、それによっても大部分において一切衆生への大悲が先に設

定され、どんな場所で聞いてもそれを自分自身で修行し、 自分と他者の信頼に頼るべきで

はないからである。ああ、王子らよ、 これは初学者の菩薩の笑うことである。

と説かれている。この同じ意味は『聖郁伽長者所問経』と『方広総持宝光明経』にも説かれて

いる。さらにまた『聖発志楽所問経32』にも、

「私は成就を損なった今、何をなすべきなのか」と童子は死の時に困難をなす。

などと多くを聞いた者が寂静に頼らずに法を説いたならば、 とても多くの過失の相が説かれて

いるのでそれを正確に見るべきである。それ故に多聞だけでは法は説かれず、それから退いて

神通を得て初めて有情利益がなされる33・これは退けるべき支分である。

4．苦悩を断じること

そのように説法から退き、戯論を捨てるそのことは、 こうである。それでも自分が穂を知っ

ても完全に到達することはない。界と処に巧みであっても成就には到達しない。それらを知る

ことがなければ、解脱も得られない。例えば（『大乗荘厳経論3.1』に)、

五明処を精進せずに、最高の聖者にも一切智性は成立しない。それ故に他者を責めるこ

とを保持し、自分で普く知るべきなのでそれを彼は精進する。

と説かれているからと考えて、 さらにまた弟子との学ぶ関係と、利得と尊敬と名声と言葉と偶

頌の楽しみを望むことを浄化すれば、それは確実に退けられる。法を聞いてから修習すること

により浄化されないならば、何も賞讃されない。例えば『聖入法界品35』に説かれている。

この正しい仏の説法は、聞だけでは成立できない。例えば河により力なく流されてしま
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う者が溺れて死んでしまうように、修習されない法もその如くである。

と言われ、また（同経3‘に）説かれている。

例えば大海で瞑想する者がすべての人を救っても、 自分自身がその中で死んでしまうよ

うに、修習されない法もその如くである。

などと言う修習により浄化しない過失がとても多く説かれており、詳細は同じものから知るべ

きである。それ故に心を瞑想に設定できる者は、教授だけで満足して心の性質が一瞬にして生

じても、師に尋ねて修習すべきである。因明学の七論と声明学の四論とアビダルマの七論書と

『声聞地』などの相により意は乾かない。例えば『ドーハー・コーシヤ37』に、

誰であれ師の教授という甘露水を望むことなく涼しさに満足して飲まない者は、論書と

いう多義の砂漠の平原で渇きに苦しみ死んでしまう。

と解説されており、無量劫にわたり疲れてしまっても、言説を近くに結びつけたものは尽きる

ことがないが、寿命に到達してしまう。それ故に『外部へ－ルカ38』にも、

ヨーギンは外を巡り、その界に尽きるであろう。それ故に外部をすべて捨てて、 ヨーガ

の側により住すべきである。

と説かれている。そのように『ドーハー・コーシャ3，』にも、

諸対境を祐復い欲望により苦しめられても、サハジャを得ない者は過失により捕らえら
れている。

と解説されている。穂と界と処を知ることもヨーガの力により同一時に成立するが、それらを

次第に学ぶことからではない。例えば『聖金剛頂10』に、

それから知が生じるであろう。聞かなくても知るであろう。

と説かれており、 『妙臂菩薩所問経11』にも、

言葉は把握される意味があり、精通することで、修辞学とは書くことに長けていること
である。

と説かれている。これらもヨーガの力から生じたものであるが、順番に学ぶ機会ではない。

『阿毘逹磨倶舍譜2』にも､

尽きることを知ることは有漏であっても。

と説かれている。利得と尊敬という欲望を望むことは意を生じる支分から知るべきである。こ

れは苦悩を中断する支分である。
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5．意を生じること

一切の相において衆会への思いを生じることなく修習することでは浄化をなすことはできな

いので、それへの思いを起こすべきである。例えば『入菩薩行論43』に解説されている。

最初に止を求めるべきであり、それはまた世間に対する無執着を喜ぶことによる成立す
｜

’
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る。

と説かれており、 ここで友人を明らかに喜び、敵を嫌うことによる執着と、無病と年齢などに

対する執着と、 自性による有に対する執着と、利得と尊敬と名声と声と偶頌に対する執着は捨

てられるべきである。例えば『妙臂菩薩所問経'4』に説かれている。

しばらくすれば敵も朋友になり、朋友も敵にもなるものである。そのようにある者も中

間になり、その中間の者も敵になり、そのように朋友になることを知ってから、知恵をも

つことで決して執着すべきではない。友人を喜ぶ心の考察を退けてから善のうち好ましい

ものを設定すべきである。

と言われる。聖ナーガールジュナも（『親友書翰ｲ5』に)、

父は子になり、母は妻になり、敵は味方になり、反対になることもあるので、それ故に

輪廻する者にはいかなる確定もない。

と解説されている。それ故に友人と敵に対する執着が完全に捨てられる。そのように（『無常

経16』に)、

無病は無常で、若さは常住でなく、長寿は無常で、円満も常住ではない。

と説かれているので、それらに執着することも完全に捨てられる。利得と尊敬と名声と言葉と

偶頌に執着することも捨てられるだろう。次のように『入菩薩行論47』に説かれている。

「私は多くの利得があり、尊敬される。私を多くの人が喜ぶ」というようなことを思う

者が衰えたならば、死の後に恐怖が生じるであろう。

と言うのと、また同じものに'8，

利得を得たものが多く生じ、名声が生じても、利得と名声を集めてどこに去ったのか知

らない。

私を責める他の者がいるところで、賞讃されて私がどうして喜ぶだろうか。私を賞讃す

る他の者がいるところで、非難されて喜ばないことがどうしてあろうか。

と解説されており、また同じものに卿、

衆生に利得がなければ非難し、利得があれば軽蔑する。本質的に関係し難い彼らが喜ぶ

ことがどうして生じるであろうか。

と解説されている。さらにまた『聖発志楽所問経50』に、利得と尊敬という過失をとても多く

説くのでその業を知るべきである。ここに弟子とまた学処などに執着することは悲の主体では

ない。どのようにそれを捨てることを知るのかと言えば、そうではない。時機ではない悲は低

いものである。神通を得ることなく弟子は完全に熟することはできず、 自身の死に尽きてしま

う｡次のようにその『入菩薩行謝!』自身に説かれている｡

衆生の信解は種々である。勝者も満足させられないのに、私のような低い者が何を言え

ようか。それ故に世間の者を思うことは捨てられる。
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と説かれている魂。また同じものに53、

衆生たちに執着するならば、正しいものに対する障害となる。悲惨に思う心も滅し、最

後に困難に苦しめられるであろう。それを思う者はこの時に意味なく過ぎ去るであろう。

無常なる友により常住なる法も滅するであろう。

と解説されている。それ故に弟子などを知る結果による関係と世間の者の言説の関係の両者に

対する悲心だけから執着することなく寂静処に住するべきである。存在に対する自性による執

着も捨てるべきである。例えば『妙臂菩薩所問経刷』に説かれている。

世間の者に対して虎と蛇と火に似たものを想像してから捨てて、寂静を喜ぶべきであ

る。女性の相と人の相と薬と象を調べたり星の考察や武器を調べたり馬の考察を自ら作っ

たり、悪い論書を学んだり読んだりすることを捨てるべきである。

と言われる。また同じもの55に、

象と馬と驚鳥と鳥と犬と雷鳥と山ウズラと家鴨と男性と女性と童子と羊などと、戦いと

争いを見るべきではない。変化の話と自在者と依存される者と軍隊と力士と年少の話と寓

話と謎語と過去の歴史の話と貧欲と娼妓の話をなすべきではない。秘密のマントラを読調

することに励み、夏の三月は一人で住するべきである。

と出ている。また同じもの56に、

業の主人たる主体がなく、守護者がなく所依がなく、世代から世代への身体の相伝に従

って行き、その付随する善と不善が随行し、生活と朋友と分かれて、醜いものと結合し、

欲望により望み、悪趣に生まれ老い死ぬ苦しみをもつ。対境はどこに行っても存在せず、

肉蠅や暑さと寒さや飢えと疲れなどでどこに行っても苦たるものなので、対象を喜ぶ心が

生じたならば、その考察により退けるべきである。食欲が大きな者は不浄なものと肉と脂

肪と皮膚と骨を見ることにより退けられる。慈愛と悲心の水が与えられた者は填志を、無

痴は縁起の道による。

と説かれている。聖ナーガールジュナも（『親友書翰57』に）世間の多くの過失を説いてから、

そのようにこの世はすべて無常で、無我で、帰依処もなく、護られるものもなく、住処

もなく、後に輪廻は芭蕉の樹の心髄がないものであり、最高の人であるあなたは、御心を

起こすべきである。

と解説している。さらにまた『入菩薩行論』と『七童女阿波陀那調』と『親友書翰』と『弟子

書翰』などのテキストに依存して、存在に対する自性による執着を捨てるべきである。これは

意を生じさせる支分である。
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16．功徳を記憶すること

そのように対立する方向を捨ててから三昧の功徳を記憶するべきである。そのうちここに功
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徳は二種である。見える法を領受することとそれ以外とである。どのようなのかと言えば、身

体を喜んで住し、言葉を喜んで住し、心を喜んで住し、法を守る者たちは喜び、その人が身体

を得ることは意味があり、先生と父母と師の記憶を思い出し、人でない者により傷つけられ

ず、病気は少しになり、寿命は長くなり、死の時に後悔がなく、賢者たちにより賞讃され、食

物と飲物と座具と病の薬と衣服を容易に得て、煩悩と業を損なう。これらが最初の功徳であ

る。

何れかの望んだ仏国土に生まれ、三悪趣を捨て、残りの難を捨てて、女性に生まれず、鋭い

能力と三宝を離れることなく、そこでも三昧を喜び、等証菩提を成立させる。これは第二の功

徳である。

浄化することは、 「寿命が与える者により与えられ、天の住処にこの寿命の時に行く」と言わ

れる。この同じ意味を考えて、尊主チャンドラゴーミンが自分の弟子のために（『弟子書翰59』

に)、

月輪の明かりにより飾られ、中腹に宝雲を帯びている山の頂上にある森のその空間で執

着することなく、風のように動く性質の寿命が尽きるのは大きな梯子である。

森の中で動物を追って坊裡う者たちが依存し、普く美しいところで楽しいものが喜ばし

い森林で天女の鶴部に階段で来られる石板をもつものにも存在するのか。

美しく静かで好ましい川岸がある森の中に天女の美しい香りをつけたおさげ髪の飾りが

連続する花を集めた美しさにより調伏された天の川にも存在するのか。

幅広い峡谷にいる人は弱ることなくとても楽しみ、受容品が広大で森林の周辺を先に生

まれて行列で行進し、川岸に聞こえる渓流の流れの声を刈り取るように聞く者が「我々は

雑染をともなう対象ではない」と招宴を宣言するように。

と説いており、規範師シャーンティデーヴァも（『入菩薩行論‘O』に)、

森の中で追われる動物たちや樹たちは聞かずに述べることもなく、一緒にいれば楽しい

彼らといつ一緒に私は住するだろうか。

洞窟や空き寺や木の根に住して、後ろを見ずに執着がなくなるだろうか。

自分が所有するものがなく自由で広々とした大地で自在に行じ、執着なく自分の場所に

なろうか。

鉢などの僅かなものと誰も欲しがらない衣を着て、 この身体を護らなくても恐怖なく住

するだろうか。

墓場に行ってから他者の白骨と自らの身体を世間の法をもつものとして比べるであろう

か。

と解説されている。そのように『聖月灯三昧経0'』などから三昧の功徳を詳細に知るべきであ

る。これは功徳を記憶することにより広げる支分である。
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7．精進すべきこと

そのように功徳を見てからその広がったものにより対治を意識することで正しく広げるべき

である。次のように『入菩薩行論‘2』に、

例えば忍耐した者は精進を始めるように、精進の上に菩提は存在する。風がなければ動

くことがないように、福徳は精進なしに生じない。

と説かれているように。次のように自分で精進することにより望む目的が成立しないのなら

ば、 この時にとても動くので意を堅固にすべきであり、 「長く住するようにする能力がないの

で一刹那だけでも心を乱すべきではない」と思うべきである。この意味を御心におかれてから

聖ナーガールジュナが（『親友書翰"』に)、

この寿命は災いが多く、風により吹かれた水の泡よりもはかないので、息を吸うことと

息を吐くことと、眠りを退けることよりも、退けることができる者はとても珍しい。

と説かれており、また（『親友書翰‘'』に)、

頭や衣服に突然火が降りかかると、それらから取り除いた後にも、また生じることがな

いように努力しており、 これよりも最大のなすべきことは他にない。

とシヤータバーハナ王のために教授をなしている。尊主チヤンドラゴーミンも自分の弟子に対

して（『弟子書翰65』で）次のように、

人の状態はとても得難く、得てからも目的として考察したそのものを勤勉に完成させる

べきである。灯火の強烈な炎が風により揺らぐような寿命が刹那に存在するという確信も

ありえない。

「これは明日して、 これはすぐ後にやろう、 これはいつかやろう」と人が思うならば、

閻魔が黒棒で打った側を見れば、 目の根本は赤く、怒って喜ぶことなく笑うことを思い浮
べる。

「春の花が咲く時にこれが生じ、月が明るいという特徴の秋にこれが生じる」と言う。

すべての人が喜び、 「私のこの寿命が尽きる」と言うことをとても喜ばない者はいないで

あろう。

と教授している。規範師シヤーンティデーヴァも（『入菩薩行論"』に)、

意を堅固にすることに関係なく、 この私の死はなすべきこととなすべきでないことを待

たずに、病気と病気でないこととのすべてによっても突然であり、意は堅固にされない。

と解説されている。そのようにヴァーギーシュヴァラキールティも67、

「これをなす最中に再びこれをなし、それ以外のことをなす」と言う。存在が動く性質

を知らずに無意味に意を堅固にすることを求める九生は、死を支配する口で、鯨の口の中

に舟が入るように、なすべきことが完了せずに対境の水の波の中に落ちる。
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と解説されている。そのように規範師サラハも（『ドーハー・コーシャ68』に)、

その遠いものをそのまま明日考える人は、財産を円満にすることを望んでも水により満

たされた枡が漏れているように、明らかにならないようなものである。ああ美貌なものた

ちよ。

と説かれている。 これは対治を意識することにより精進すべき支分である。

8．結びつけるべきこと

そのようにその精進により二つの支分を結びつけるべきである。次のように止と観と方便と

智慧である。何故かと言えば、止を堅固なものにしない観は堅固に存在することはない。灯火

と風のように。観を離れた止により障害の網を残らずに浄化することはできない。例えば色と

無色などの止は天を輪廻する如くである。それ故に『入菩薩行論69』に、

止を明らかにともなう観により煩悩を滅ぼすことを知ってから、最初に止を求めるべき

であり、そして世間の無執着を明らかに喜ぶことが成立する。

と解説されている。そのように方便と智慧もどのようなのかと言えば、二種の身体を成立させ

るものと二種の障害を捨てることであるから。それ故に『聖維摩経70』と『聖伽耶山頂経?'』

に、

方便を離れた智慧は縛である。智慧を離れた方便は縛である72°

と説かれている。そのように『聖入法界品73』に誓願を成就させないために法の知恵を内に入

れることを成就させない魔である。十魔の一つとして説かれている7‘'。何故に空性だけでそれ

らが成立しないのかと言うのならば、成立しない。何故ならば結果は原因に追随するから。そ

れ故に『聖入法界品75』に説かれている。

言う最高のものは何でも適切である。一法により生じることはない。いかなるものも生

じたものは存在するものではなく、生じるであろう通りに存在しないものである。

と言われる。そのように『聖金剛帳タントラ76』にも、

もし空が方便ならば、その際に仏性は成立しないだろう。原因より結果は異ならないか

ら。方便は空性ではない。

と説かれている。では何故に聖教に空性のみを修習することで十分であると説かれるのかと言

えば、 これは我見などの空性と矛盾するものに入っている彼らのために空性の偉大さが説かれ

ている。そのようにまた同じ『聖金剛帳タントラ77』に、

諸見を誤っている者たちと我見を求める者たちが我執を退けるために、勝者たちは空を

説いたのである。それ故に「輪を廻す」という方法が楽の律儀である。仏は自慢のヨーガ

により仏性を速やかに成立するであろう。

と「空性だけに依存することなく、天身を修習すべきである」と説かれている。それ故に完全
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なる菩提を得たならば、悲の心髄をともなう空性を修習するが、空性だけではない。聖教は意

趣をもっている。例えばマンダラを与えられてから六波羅蜜を得ることを説いたように。それ

故に聖教を言葉の通りに把握しておらず、 しかも空性を修習することに卓越していれば、一切

の善業が自分の中から生じる。最初に衆生利益のために空性に入ってから、声聞のように寂静

たるものにはならない。空性が堅固である限り衆生はそのように無分別に悲を生じる。例えば

聖ナーガールジュナが（『菩提心釈78』に）解説している。

そのようにヨーギンたちがこの空性を修習したならば、智者は利他を喜び、変化するこ

とに意味がない。

と言う。さらにまた、

法を無我と知る者は無自性を修習しているので、顛倒から生じた煩悩を障害なく捨てて

いる。

と『中観荘厳論'9』に解説される論理により煩悩は捨てられるであろう。誰であれ悲も捨て

て、煩悩も寂静にした者には、世間と出世間の功徳が困難なく成立するであろう。それ故に因

の最高のものになり、それは何らかのものから多くの功徳を生じることを意図している。 『聖

大毘慮遮那成仏神変加持経80』に、

相をともなうものは相をともなうことにより正しい成就を勝ち取ると言われている。無

相に住することにより相をともなったり成就したりするので、一切相において無相に依存

すべきである。

などと説かれている。空性だけで十分に説かれたものである。これは結びつけるべき支分であ

る。
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9．住する方法

そのように八支をもつ者が場所に相応しい食物と行道に相応しい衣服と友人が随順するよう

にして、心を等しく設定すべきである。そのうち相応しい場所は、 『妙臂菩薩所間経8'』に説

かれている。

独覚と善逝自身が生まれ、勝者が以前におり、福徳をもち、意が喜び、天と非天などに

敬礼して供養をする場所で、布薩の律儀をもつ者は自分自身を清浄にするために依拠すべ

きである。そのようなものを得なくても、他にも大河や川や小川があり、蓮華や青蓮華に

より飾られた湖や、生き物があまり往来せず、きれいでおいしい水が多くあり、凶暴な魔

もおらず、綺麗な花と果実があり、薬林や種々なる樹木に覆われ、地面に臥せるのにとて

もきれいであり、虎や豹や獅子がおらず、快く平で鰊がなく、人の成就の場所と呼ばれた

所である。岩谷と洞窟で灰と続いた髪と挨と石炭と硝の塊をもつものを捨てて、そこで粘

土を練ってから住居に壁を作り、 日中にかためて、泥で表面を塗るべきである。東や北や
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西に門を向け南には決して門を向けない。

と説かれている。これは相応しい場所である。食事も続く執着がなく、量に尽き、身体の力に

適当なだけ食べる。それ故に聖ナーガールジュナが（『親友書翰82』に)、

食事は薬に似ていると知ることにより、食欲と愼患なしに頼るべきである。食料のため

ではなく、傲慢のためでもなく、太るためでもなく、身体を保持するだけのためである。

と解説している。執着する罪過は、例えば『聖富楼那所問経83』にも説かれている。

甘い味を欲して執着して、諸過失を見ることがなければ、魔による時機を得るであろ

う。釣針により捕らえられた魚の如し。

と説かれている。そのように『妙臂菩薩所問経81』にも、

傷を治療し排除するために病気の者に薬が与えられるように、 ここでも飢えの苦を排除

すために勝者は食物を食べることが説かれている。ある者が道に疲れて行く時に、飢渇に

より苦しんで自分の子供の肉を食べるように、 ヨーギンは心を低くして寿命と飲食物のた

めに食べるべきではない。多く注ぐことにより努力なく高処に行き、そのように少しの時

は重さが低くなり、釣り合いをとることで一刹那等しくなるように、有身の者は食事をそ

のように食べるべきである。例えば古い家が壊れないために人がよい柱を添えるように。

そのように身体の迷乱である輪廻に住することと車の眼を汚すように食事を食べる。 「欲

界は食物により住する」と勝者は一法にお言葉を述べている。身体は芭蕉のようであると

知るべきである。心は飲食などに執着すべきではない。

と説かれている。そのように身体の感受が低いようならば、一切のヨーギンも断食をして住す

べきではない。例えば『聖蘇悉地掲羅経85』に説かれている。

疲れてしまう過失があるので、断食して住することは非難されるものと解説されてい

る。

と言う。もし身体に疲れがないようならば、身体を正しくするために一切のヨーギンも断食し

て住するべきである。例えば『妙臂菩薩所問経8‘』に、

「一子が身体を浄化するために断食をすべきである」と善逝は決して説いていなくて

も、 この身体は不浄で、皮膚と肉と血液と骨髄と脳汁と腸と脾臓と肝臓と腎臓と脂肪と胆

汁と痕と精液と大便と尿と鼻水と毛髪と骨と、眼耳鼻と口と肛門を特徴とする身体の九穴

の傷から種々なる不浄な汚れが流れ出ることは常に生じるものである。そのように一切の

支分を集めることと、地水火風虚空を備え、業に従ってもたらされる身体と、すべてを備

えた身体に住し、糞尿と唾と痕のこれらを尽くすために断食することを説いている。垢が

尽きてから人身が浄化されれば、 自らの円満のために成就に喜んで入る。

と説かれている。友人が存在しなくても、随順するものに依存する。例えば世尊がそれぞれの

経典に説かれている。
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多くの者では論争するであろう。二人では話をするであろう。少女の腕輪のように一人

で住するべきである。

と言われる。

随順は『妙臂菩薩所問経87』に説かれている。

決して一輪の車が馬をともなっても道を進めないように、成就者が仲間にいなければ、

身体をもつ者は成就を得ることはないであろう。彼は智慧をもち、美しい容姿で、高貴な

生まれで、法に帰依し、 とても勇敢に勇ましく、根を制御し、愛語し、布施をなし、悲心

をもち、飢えと渇きと煩悩に耐え、バラモンと他の天に供養せず、聡明で記憶したことを

憶えており、三宝を信じるものが仲間である。そのような功徳をすべてそなえた者は論争

の時にとても価値があるので、功徳の半分、あるいは四分の一、あるいは八分の一をもつ

者をそのように真言行者は仲間として頼るべきである。

と言う。ここでは戯論を断じ、戯論を離れることにより友人がいなくても、随順する友人をも

つべきである。そのように損害を守る限りの衣服に頼り、困難をともないとても執着すること

になる衣服と臥座に依存すべきではない。 『妙臂菩薩所問経88』に説かれている通りである。

周羅髪を残して髪を剃り、出身の色で衣の色を変えるべきである。白衣と、樹葉や麻

や,胡麻の樹皮の衣を着るべきである。

と言われている。また『聖聖蘇悉地掲羅経8，』に、

マントラを繰り返す在家の知者は色の変わった衣服を着ない。

と説かれている。これらは容易に得て、 自慢することを禁止する意味である。

随順する行道は三種である。よく住することと、苦を制圧することと、特別に行くこととで

ある。

そのうちよく住するとは、どのような行道により住してもそれにより心に傷は生じない。次

のように『聖入法界品90』に、

菩提心を損なう善根を始めることはすべて魔の行為である。

と説かれており、 『入菩提行論，'』にも、

心を守る禁戒がなければ、禁戒が多くても何をなそうか。

と解説されており、また同じもの92に、

私は利得と尊敬と身体と生命はなくてもいいし、 さらに善も損なわれてもいいが、心は

いかなる場合も損なわれるべきではない。

と説かれている。それ故に一切の時と機会においても心を損なわない行道が行じられる･それ

故に規範師ドンミパが（『倶生成就'3』に)、

学習とは学習を行うことであり、バラモンの場合も浄行であり、常に浄行をなすべき

で、心を損なうものではない。
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と解説されている。

苦を制圧することは、道を作意することで寒さと暑さや飢渇などの一切の苦により動かされ

ない。 『入菩薩行論9↓』に次のように説かれている。

漁師や施陀羅などは自分の生活だけを思い、寒さと暑さなどの害に耐えているのに、有

情利益のために私にはそれに耐えられないのか。

と言われている。そのように『妙臂菩薩所問経95』にも、

欲に執着せず、身体による煩悩に耐える。

と説かれており、同じように『聖念怒勝義儀軌秘密タントラ,‘』にも、

身体の煩悩を行じてから三種の成就を得るであろう。

と説かれている。そのように『吉祥秘密集会タントラ97』にも、

大欲という大きな苦により自らの苦を滅するべきである。

と説かれており、苦という結果をもつものはとても喜ぶように依存すべきであるが、心の本性

を前と同じものにすべきではない。それ故に『妙臂菩薩所問経'8』に、

天の喜びと円満と寿命と力と完全なる身体と多聞と美しい光彩と一つに意を集中するこ

とと大きな威力とすべての困難を制御する力により得られる。

と説かれている。

特別な有情の行道は、それにより平静に瞑想をなさない場合に『般若経』の読諦と小像制作

と巡回などの福徳の資糧を敬うことこそをなすべきである9，．そのようにまた『聖盆怒明王六

面タントラ100』に説かれている。

起き上がってから『世尊母般若波羅蜜多経』を読調する。

と説かれている。 『妙臂菩薩所間経'0'』にも説かれている。

寂静なる浄土の地方にある泥や砂で作られた善逝の塔を縁起を心髄とするものを罪過を

浄化するために常に造るべきである。

と説かれている。そのように『聖念怒勝義儀軌秘密タントラ102』にも、

賢者が塔から作り、そのように正法も読調する。善が僅かな他の者たちも、僅かなもの

が尽きてからこれらも最高の成就を得ようすることで常に衆生たちに回向する。

と説かれている。それ故に心を損なうことのない福徳と知恵の集まりを散逸することをもつ者

たちは、衆生利益を望むことによりとても尊敬されることが始められる。これが随順する行の

三種である。

そのようにその資糧を得ることにより四種の行道の何れかに喜んで住して、有相や無相のヨ

ーガで心を平静にすべきである。そのように心を平静にしようとする者は五過失を捨てるため

に八つの捨の行為を保持すべきである。そのうち五過失は『中辺分別論頌'03』に、

怠惰と、教授の忘却と、沈み込みと高揚と、なさないことと、なすこととである。
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と説かれている。その対立項を捨てる八つの捨の行為もその同じもの'01に説かれている。

場所と、そこに住することと、原因と、結果である。対象を忘れないことと、沈み込み

と高揚を理解することと、その捨を明らかに行うことと、止の時にヨーガに入ることであ

る。

と言われる'05．

そのように支を完成した者が止と観を修習すべきことに関して、次のようにその止は二種で

ある。内部に見られることにより得られるものと外部に見られるものを対象とすることとであ

る。

そのうち内部に見られるものにも二種ある。身体を対象とすることと、身体に依存するもの

を対象とすることである。

そのうち身体を対象とするものにも三種ある。身体自身を天の相と認識することと、骸骨な

どを不浄として認識することと、天杖などを特殊な相として認識することとである。

身体に依存するものにも五種ある。すなわち呼吸を対象とするものと、微細な相を対象とす

るものと、精液を対象とするものと、光線の支分を対象とするものと、喜楽を対象とするもの

とである。

外部に見られるものを対象とするものにも二種がある。特殊なものと共通なものとである。

特殊なものにも二種がある。身体を対象とするものと言葉を対象とするものとである。

これが止に入る支分である'06。どのように修習するかをここでは述べない。何故ならばテキ

ストがとても大きくなってしまう恐れがあり、正しい師が領受した概説書に依存することを正

しいとするが、修習すべき概説書は文字があるが知り難く、正確には止と観を説いてから解説

されるからである107．

止の結果が観であり、観の結果が止と観の並立関係である。それもいかなる事物も存在しな

いので、事物が存在しないことを区別して見て、その同じ時に心を一点にすることで多くの対

象を急いで滅して存在するから。それ故に止と観の並立関係のこの場合に知恵の対象となるも

のと、理趣の通りに存在する知恵と、ヨーガ行者の止と観、我々中観の止と観の双壁関係に特

に何があろうか。自分の知恵を広げることに耐えても、 ここでは領受される方法だけを明らか

にしようとするが、宗義の組織を脇に置こうとするのではなく、聖ナーガールジュナなどが明

らかになされてから、僅かでも誰も述べていないので、広大に広げない。

今度はこの別なものを述べるべきである。何らかの相をともなう止を現前になさずに観が生

じるのは適切なのかと言うのならば、それは適切なものである。無相の止である妙観察智から

無相の観である無分別智が生じる'08．そのようにまた『聖迦葉品'09』に、

二本の木がこすり合ってから火が生じ、その生により自身を燃やしてしまうように、そ

のように智慧の能力が生じてからも、その生によりそれ自身を燃やしてしまう。

’

’

’
’

1

’
1

｝
’
’
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と説かれている。妙観察智は止ではなく、多くの相により認識されると言うのならば、その如

くならば、止も止ではない。何故ならば多くの刹那と多くの部分を認識するから。さらにまた

止から観に入る場合も、例えば妙観察智により結合しない。それをなさないことは一部に尽き

る。そしてこの次第も身体のみを考察することで成就する。聖ナーガールジュナが（『超有講

''0』に)、

世間は分別から生じ、分別は心から生じ、心も身体から生じるので、それ故に身体を考

察すべきである。

と解説し、聖ナーガールジュナも（『菩提心釈'1'』に）解説して、

身体が存在しないという意識は「存在しない」と考察することによる。

と解説され、経典にも「意識は身体を超えない」と説かれている。それ故に一切法は心に収め

られ、心は身体に収められ、身体を法界に近づけてヨーガにおけるこの所作が概説である''2。

また種々なる身と意を対象とすべきであり、 この概説書は仏を随念してから知るべきであ

る。それ故に有相の止に依ることで無相の止を認識してから観が起こされるというこの主張

は、賞讃される。何故ならばその場所が堅固にされ、何らかの止により煩悩が制圧されて除か

れ、結果に相応する原因となるから''3°

ここに私の師の概説書から生じたこれを書くことで、増益する善のその無垢なる月光に

より有情の無知という眼騎と闇を排除し欲望が寂滅される。智慧の眼により真如の行境を

明らかに得なさい。自身も心の散乱などや風などを寂滅して闇を取り除いてから速やかに

ムニと一つの行境を見なさい。

10. コロフォン

『三昧資糧論』という規範師ボーディバドラによる著作を完成する。インドの賢者ヴイール

ヤチヤンドラ1'1に尋ねて、チベットの翻訳官比丘チューキ・シエラツプが翻訳し質問して、校

訂した。
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クリシユナパーダの『三昧資糧論』和訳

インドの言葉で、錨、致坊mgm妨亙lapa"wazfa

チベットの言葉で、 『三昧資糧論』

仏と菩薩のすべての敬礼する。
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1．前行の支分

最初に、人身の宝を浪費せずに人身を得ることは有意義だと認める人は最初に前行の七支分

をもつべきである。すなわち、 l)根本に対する信をもち、 2)縁である善友を頼りその功徳を

受け、 3）尊敬をもち、 4)大きな心で疑惑を食べず、 5）精進をもち、 6）すべてのものに対す

る失望はなく、 7)あらゆるところで自慢を捨てることである。以上が前行の支分の七種であ

る。

’

2．高貴なあり方を損なわない支分

l)一切の時と相において他者の過失を考察せずに過失を述べず、 2)自分の功徳を自慢する心

を起こさず、 3）恥を知り謙遜が先行することで自分を護り、 4）三種の律儀を切実に行い、 5）

お世辞と新たに知り合うことと高所を捨てて常に力をもって住し、 6）場所と時と時機により

他のタントラを量ることを知る門から修行すべきで、 7）他者に対する軽蔑を捨てて特に不殺

生をなすべきである。以上が世間の罪過を身につけず高貴な在り方を損なわない支分の七種で

ある。

3．障害を捨てる支分

l)常に少欲と知足と、 2)欲望と食欲を大きくし執着を大きくすることを捨て、 3)怠惰と

無精を捨て、 4）多くなりすぎてしまうことを知るべきであり、 5）大きな目的に変わらない話

と行為などを捨てて入らず、 6）如理ではないことへの作意を捨てて、 7）何れかの対治に行

く者に依存することを知るべきである。以上が障害を捨てる支分の七種である。

4． 自分で自分を鼓舞する支分

l)人身を得ることと仏法を行じ成立させることが宝であると思うことと、 2)そのような成

就は大きな意味をもつと思い、 3）世間の所作をなすことは確実に無意味だと知るべきであ

り、 4）他者の苦を自分の対治として頼ることを知るべきであり、 5）自分は常に魔に掌握され

ておりすぐに死んでしまうと続けて思い、 6）一切の積集を確実の集めることを知るべきであ
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り、 7）自分の鐡と白髪などを常に考察せずに哀痛すべきである。以上が自分を自分で鼓舞す

る支分の七種である。

5． 欲望を断じる支分

l)仏の知恵は深くて広大でお言葉と経典は沢山あり、私は知恵が劣り障害に対する怠惰が

大きいので一切を述べ知ることはできず、自分自身の寿命が尽きてしまうことを思い、 2）こ

の言葉と文字に従う解説の知恵により他者を制することや利益にはならず人が喜びがたいこと

を思い、 3）自と他の成就の辺際に対する愛憎の二種を捨てて乱用せずに、 4）兄弟と親族と朋

友などは確実に客人の道にまとめたものに似ていると思い、 5） これらの世間の利得と尊敬と

賞讃と叱責などは確実に誘惑するものであると知るべきであり、 6）世間の利得と欲望と渇愛

と利益と名声と自慢と傲慢などのこれらは確実に火と毒と武器と同じであると知るべきであ

り、 7）内外のこれらの事物を幻や夢のように相続して考察するべきである。以上が欲望を中

断する支分の七種である。

6．人の目的を速やかに成就する支分

l)混乱を喜ぶことを捨てて寂処に住むべきで、 2)そこでも自分のテキストの通りに天を喜

ぶべきで、 3）天を明らかにする三種を努力し精進を強くなすべきで、 4）そこでも期待と懐疑

と欲望と恐怖を捨てて住すべきで、 5）大悲をもち雄心で勇敢な門から取捨なしに「この私が

成就する門から望んでいる目的が成立しない間は身体と生のためにも捨てない」という誓願を

成就させ、 6）そこでも夢などの特徴と相が生じるいかなるものに対しても喜んだり喜ばなか

ったりせずに他者に述べず、 7）そこでも天の夢と特徴は概説書から知るべきで、特に殺生を

しない。それらが人の目的を速やかに成就させ明らかに成立する支分の七種である。

7．身体を護り損害を明らかにする支分

l)そのような人身は極稀で価値があるので身体を護るべきで、衣服と食物と薬などに好ま

しい通りに行じ、 2）人と非人の損害を護り、 3）適切な場所で快くて損害がないところに住

し、 4）身体と心が疲れて疲労させる行為と所作をなさず、 5）夜中と正午と消化の時と身体に

病気の状態が生じた時に対象に対して努力をせず、 6）身体と心が疲れて疲労の時に哀痛を滅

除して対象を振り回すことを概説書より知るべきであり、 7）常に行道のヨーガにより身体を

等至する。それらは身体を護り損害を明らかにする支分の七種である。

8．補足の支分

l)そのように住することにより哀痛と善に対して怠惰となすべきことと所作の分別が生じ
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たならば自分で自分に鞭を打ち対治を起こすべきである。 2）身体における損害が突然に生

じ、識の区別が異なって生じる場合に、 自分の経験と概説書により治すべきであり、さらにま

た他の賢者にも尋ねるべきである。 3）勝者のお言葉と自分に能力があることと他者の利益を

見たならば、四種の行為を『金剛頂髻タントラ』と概説書より知るべきである。 4）煩悩に似

ていないものと衆生の分別に似ていないものに対する対治に似ていないものを広大な経典から

知るべきである。それらは補足や付録の支分の四種である。

9． コロフォン

『三昧資糧論』というクリシュナパーダによる著作を完成する。

インドの賢者クリシュナパーダ自身と主校翻訳官で比丘のチューキ・シェーラップが翻訳し

質問し、校訂した。

I

’
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ディーパンカラシュリージュニャーナの

『三昧資糧論』和訳

インドの言葉で、釣、裁坊jggm妨互mpa"warta

チベットの言葉で、 『三昧資糧論』

世間主に敬礼する。

最初に悲の力から生じた完全なる菩提心を堅固にすべきである。存在を享受する楽しみ

に執着せず、執事することを打つことによる方向である。

信などの財産を円満にし、師と仏を等しく尊敬し、彼が説いた正法を行じることを完全

に守ることに精進する。

瓶と秘密の灌頂を師の親切により完全に得て、身口意が浄化された成就者は成就を増益

する。

三昧の支分から生じた資糧を完全にしてから速やかに成就を得て、そのようにマントラ

の理趣に住するのである。

三昧の支分を損ない、その対立する方向に住するならば、百億の生によっても三昧を成

立することはないであろう。

マントラの行に住するヨーギンはそれ以外の心を捨て、乱れることなく精進に励むべき

である。

三昧の支分と対立する方向のものを確定させるために、その三昧の支分と対立する方向

のものをまとめてから解説すべきである。

円満な戒と、財富を見ないことと、忍をともなうという誓願を堅固にすることと、人の

混乱を捨てることである。

身口意の業に対する正知を備え、仏を尊敬し、賞讃を記憶する身体の随念を正しく備え

ている。

何れかの時に何れかの所作を随念することを堅固にし、五障を捨て、食事の量を知り、

行道を釣り合わせ、

世間法のすべてに対して心が等しく、器物を減らすこれが支分であって、顛倒は対立す

る方向である。

『三昧資糧頌』を述べたその福徳により、有情は三昧を金剛のように得なさい。

『三昧資綴頌』という偉大な軌範師で賢者のディーパンカラシュリージュニャーナの著作を
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完成する。

インドのその賢者自身と主校翻訳官で比丘のシャーキャ・ロドゥが翻訳し質問し、校正し

た。
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